
 

  
 

 一般の就職は個人で企業等に応募するため学校等が介入することはありません。しかし 

高卒の就職は、ハローワークからの求人を介し、学校の推薦を得て応募となります。 

 
 

学習成績や出欠状況、意欲・適性・能力等を考

慮します。「普段の学習で良好な成績を修めてい

る」「提出物を期限内に出す」「授業を不必要に

抜けていない」「遅刻・欠席が少ない」など、３

年間の学習状況や生活態度が判断の基準になり

ます。今までの生活を見つめ直して、「8 時 20 分

の登校時間にきちんと間に合う」など明日からで

きることから実践してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北海道枝幸高等学校 

進路指導部 

令和 2年 7月 15日 

 

学校推薦型選抜とは、一般推薦入試や指定校推薦のことであり、特に指定

校推薦は大学・短大・専門学校などが指定した高校に対して推薦枠を与え、

書類審査や面接、学力検査などの試験を行って合否を判定する入学試験制度

のことです。 

学校推薦は校内で選ばれた人だけしか受けられない！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校推薦で受験する人は、枝幸高校を代表する生徒とも言えます。 

→進路のしおりのＰ７、８ページも確認しましょう 
 

１・２年生の皆さんも、希望する進路実現の手段の１つとして指定校推薦を目指してみてはいかがでし

ょうか。そして指定校推薦を視野に入れるなら、普段の授業態度を見直し今から成績アップを意識しま

しょう。また成績アップの為にはもちろん、進学後の授業についていくためにも、 

積極的に講習に参加し、家庭学習に力を入れてみましょう！ 

 

V o l . ４ 

学校推薦型選抜 

 

高卒就職って何？ 

求人票  →採用の条件や具体的な仕事内容などが書かれた大切な資料 
求人票には法律によって定められた労働条件などが記載されています（雇用形態、職種、仕

事内容、就業場所、賃金、試験内容など） 

※詳しい求人票の見方は進路のしおりＰ２７～３０をぜひ見てください。 
 



 

≪8 月の進路行事≫ 

8 月 1 日～17 日 

  夏季休業 

 ８月３日～７日 

  夏季進学講習 

 8 月 18 日 

  夏季休業明け集会 

 

 

 

 第 4 回は理科の熊谷先生にお話をうかがいました。 

 

理科Ｑ＆Ａ 
Ｑ１.なぜ理科を勉強するのですか？ 

Ａ.世界を知るためです。この世界はすべて科学でできています。海、天気、自然、そして皆さ

んが使っているスマホやノート、自身のからだに至るまで、すべてが化学、物理学、生物学、地学

によって説明できる科学です。我々の生活はすべて、科学の発展のうえに成り立っているもので

す。そんな科学を知らずに生活することは、狭いオリの中でえさを与えられ、外の世界を

知らない動物園の猿と同じです。我々人類は猿から進化した、あらゆる事象を科学で解明し、科

学を発展させることができる唯一の生物です。ぜひ理科を勉強して進化した人類になりませんか？ 

 

 

 

 

Ｑ２.理科選択を生物と物理、どちらにすればよいか迷っています。どっちが簡単ですか？ 

Ａ.どちらも難易度は同じです。高校の生物も物理も、過去の偉人達が解明した法則や事実を読

み取り応用することが主な学習です。物理学ならば実験結果から公式を導き、色々な問題に応用し

ていきます。だからこそ計算量は生物学よりは多くなります。 

しかし、生物にも計算はあります。生物学の計算は公式ではなく、小中高で勉強してきた算数や

数学の応用です。公式が多いか少ないかの違いなのです。生物と物理のどちらにするかは、どち

らに興味があるかで決めるのが 1 番よいと思います。 

 

Ｑ３.理科は暗記科目ですよね？ 

Ａ.ＹｅｓでもありＮｏでもあります。確かに理科科目は公式や単語など憶えることが非常に多

くあります。特に生物では教科書に約 2000 もの語句があります。これを憶えなければならない

となると暗記科目といわれても仕方ないかも知れません。 

しかし、勘違いして欲しくないのは、理科はこれらを憶えて初めてスタートラインに立つこ

とができるということです。1 つの公式や語句を理解することで次の範囲、ひいてはすべての範

囲に応用できます。Ａを理解すればＢを理解できる、Ｂを理解してＣを理解する、ＡＢＣを利用し

てＤを理解する、暗記することがゴールではなく、暗記が理科を始める条件になります。 

 

受験体験記 
出身大学：弘前大学(青森県) 得意科目：理科、数学 不得意科目：国語、社会 

 高校生のときは 3 年生になってから受験を意識して勉強を始めました。しかしこれとい

って志望校は決まっておらず、取りあえず模試の過去問を解き、先生に課題を用意しても

らって勉強していました。基本的に家に帰ってから 2 時間程度勉強して、朝 4 時くらいに

起きて勉強する生活をしていましたが、受験には失敗して 1 年間浪人していました。原因

は朝早く起きて、勉強しながら寝ていたからだと思われます。朝勉強すると家族も起きて

おらず、テレビを付けても何も放送していないので集中できますが、静かすぎて二度寝し

てしまいます。正直あまりおすすめしません。 

枝高進路講話 

 

 8 月 21 日 

  進路探究⑦(3 年)、えさし探究(1 年)予定 

 8 月 27 日 

  進路探究⑧(3 年) 


